
Title [展示]北大生の御用達！:新聞広告あれこれ:1926-1945

Author(s) 廣瀬, 公彦; 佐々木, 朝子; 山本, 美穂子

Citation 北海道大学大学文書館年報, 15, 145-192

Issue Date 2020-03-31

Doc URL https://hdl.handle.net/2115/78186

Type other

File Information 6.pdf

Hokkaido University Collection of Scholarly and Academic Papers : HUSCAP



＜ 展 示 ＞

北大生の御用達！ 新聞広告あれこれ １９２６―１９４５

１．企画展示の解説

（１） 開催

企画展示「北大生の御用達！ 新聞広告あれこれ １９２６―１９４５」は、２０１９年度の大学行

事（第６１回北大祭〔６月７日～６月９日〕、オープンキャンパス〔８月４日～８月５日〕、

ホームカミングデー〔９月２７日～９月２９日〕）及び地域行事（カルチャーナイト〔７月１９

日〕）に際し、大学文書館１階の大会議室を会場として開催した。

（２） 構成及び担当

企画展示の構成は、１９２６～１９４５年を対象時期として、Ⅰ．『北海道帝国大学新聞』掲載

広告のパネル掲示、Ⅱ．札幌市街図の展示、Ⅲ．学生生活の回想パネルの掲示、Ⅳ．広告

掲出の商店等にまつわる資料・写真の陳列展示とした。Ⅰ．～Ⅲ．は廣瀬公彦・佐々木朝

子が、Ⅳ．は山本美穂子が分担した。また、参考調査として、『北海道帝国大学新聞』に

広告を掲出した商店の一覧化も行い、中村美樹子・杉山和香奈が担当した（本年報１９３～

２３９頁を参照）。

なお、Ⅰ．～Ⅳ．の各構成は、以下のとおりである。

Ⅰ．『北海道帝国大学新聞』掲載広告のパネル掲示

『北海道帝国大学新聞』第１号（１９２６年５月１４日付）～第３００号（１９４４年４月１８日付）を

対象として、学生に対するキャッチコピーのある広告や、意匠をこらした広告を選んだ。

パネルの作成は、業種ごとに色分けをして、学用品店（緑色）、飲食店（赤色）、衣料品店

（青色）、日用品店（黄色）、下宿（茶色）、娯楽施設（紫色）とした。掲示にあたっては、

店舗の所在地によって４区域（①北大界隈、②札幌駅前界隈、③南一条通り界隈、④狸小

路・すすきの界隈）に分類し、展示ボード４枚に掲げた。

Ⅱ．札幌市街図の展示

戦前の札幌市街図を示すため、『大日本職業別明細図 札幌市』（東京交通社、１９３６年５

月発行）の拡大図を作成して会場中央の机上に配置し、各店舗の所在地にシールを貼付した。

Ⅲ．学生生徒の回想パネルの掲示

①書店、②百貨店、③狸小路、④映画館について、広告掲出の商店・商品にまつわる回想

を、『札幌同窓会誌』第２号（１９６７年）及び第６号（１９８０年）から抜粋し、パネル掲示した。

Ⅳ．広告掲出の商店等にまつわる資料・写真の陳列展示

公文書（札幌農学校簿書、帝国大学期簿書）、沿革資料（恵迪寮関係資料、個人資料〔高

岡熊雄・中島九郎・高松正信・宍戸昌夫・高尾彰一旧蔵など〕）、沿革写真類、絵葉書など

から、広告掲出の商店・商品等にまつわる資料を選び、上記の４区域毎に机上に陳列した。

〔展示〕北大生の御用達！ 新聞広告あれこれ １９２６―１９４５

―１４５―



展示会場を入口よりのぞむ

展示会場の壁面に掲示した回想パネル

２．展示風景
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３．展示広告パネル

Ⅰ．北大界隈

フジヤ商会（北１０西４）
〔１９３３年９月１９日付、１面〕

中屋菓子舗（北８西４）
〔１９３３年６月２０日付、４面〕

三星時計店（北７大学通）
〔１９３０年１０月６日付、４面〕

緑館（北７西１）
〔１９２８年１１月１９日付、３面〕

一貫堂眼鏡店（北７西５）
〔１９２７年１１月２１日付、４面〕

文化アパート（北１２西３）
〔１９３６年４月７日付、２面〕

南陽堂書店（北８西５）
〔１９３４年２月２０日付、３面〕

豊平館出張所（学生集会所食堂）
〔１９２９年１１月４日付、４面〕

〔展示〕北大生の御用達！ 新聞広告あれこれ １９２６―１９４５
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測機舎北海道支店（北１０西２）
〔１９３１年６月１日付、１面〕

秋月喫茶部（大学病院前）
〔１９２９年１１月４日付、４面〕

ベルス喫茶部（大学正門前）
〔１９２９年１月２日付、４面〕

金門堂書店（北８西４）
〔１９２８年１１月１９日付、３面〕

近江堂文具店（北７西５）
〔１９３０年４月７日付、４面〕

沢田商店（北９西４）
〔１９３１年６月１日付、１面〕

松屋洋服店（北９西４）
〔１９２７年３月１８日付、１面〕

北辰堂薬局（北８西５）
〔１９２７年１１月７日付、２面〕

渡辺薬局（北１１西４）
〔１９３０年４月７日付、４面〕
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竹家（北９西４）
〔１９２７年７月９日付、４面〕

ハウスクロバー（北１６西５）
〔１９２８年５月７日付、３面〕

鉄北双雀倶楽部（大学予科前）
〔１９３１年４月２０日付、４面〕

北村洋服店（北８大学正門前）
〔１９２７年３月１８日付、１面〕

ひとみ（北８西５）
〔１９２７年１１月２１日付、４面〕

郡司牛肉店（北１０西４）
〔１９２９年１月２日付、４面〕

〔展示〕北大生の御用達！ 新聞広告あれこれ １９２６―１９４５

―１４９―



佐藤自転車店（北９西４）
〔１９３８年６月２８日付、１面〕

アンドリュース商会
札幌出張所（北１１西４）
〔１９２７年１１月２１日付、４面〕

秋田屋旅館（北１２西４）
〔１９３１年１０月１９日付、４面〕

ナイト商会（大学正門前）
〔１９３７年１月２６日付、４面〕

坂口洋服店（大学通北７電停際）
〔１９３３年２月１日付、１面〕

喜撰堂菓子舗（北８西５）
〔１９２７年４月２２日付、１面〕

岩泉商会蓄音機部（北７西３）
〔１９３１年２月２日付、４面〕

亀山商会（北８西５）
〔１９３１年４月２０日付、４面〕
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Ⅱ．札幌駅前界隈

丸善札幌出張所（北１西４）
〔１９３８年６月２８日付、４面〕

白樺（北３西３）
〔１９２８年１月９日付、３面〕

西村洋菓子店（北４西３）
〔１９３３年２月２１日付、３面〕

豊平館（北１西１）
〔１９２７年７月９日付、４面〕

小林パン店（北１西３）
〔１９３７年１０月２６日付、２面〕

ネヴォ喫茶店（北２西３）
〔１９３５年４月２日付、４面〕

ホンマ靴店（大通西３）
〔１９３０年１１月１７日付、４面〕

〔展示〕北大生の御用達！ 新聞広告あれこれ １９２６―１９４５
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石田屋商店（北３西３）
〔１９３１年１０月１９日付、２面〕

村上花園（北６西１１）
〔１９３０年５月１９日付、４面〕

五番館（北４西３）
〔１９３１年１０月１９日付、１面〕

フジガ（北３西３）
〔１９３７年２月９日付、１面〕

エンゼル館（北２西３）
〔１９２８年１０月１日付、３面〕

エンゼル館（北２西３）
〔１９３０年１２月１日付、４面〕
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大通書店古本仕入部（北１西３）
〔１９３１年１０月１９日付、１面〕

山形屋食料品店（北２西３）
〔１９３０年６月１６日付、２面〕

武藤器械店札幌支店（北５西５）
〔１９３３年９月１９日付、１面〕

フジイ（北１西３）
〔１９３７年１０月１２日付、４面〕

尚古堂書店（大通西４）
〔１９２８年９月１７日付、１面〕

丸善札幌出張所（北１西４）
〔１９３５年４月２日付、４面〕

菊地洋服店（北５西５）
〔１９３３年１０月３日付、４面〕

一誠堂書店（北１西３）
〔１９３４年５月７日付、４面〕

〔展示〕北大生の御用達！ 新聞広告あれこれ １９２６―１９４５
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札幌酪農組合ミルクプラント（北１西１）
〔１９３４年１月２３日付、３面〕

武林写真館（北１西７）
〔１９２６年５月１４日付、１面〕

文栄堂印刷所（北１西３）
〔１９２６年６月１７日付、１面〕

ノトヤ靴店（北４西１２）
〔１９３６年１１月１７日付、３面〕

カメラハウス（北１西５）
〔１９３６年５月１９日付、８面〕

岩崎測量製図器店（北５西５）
〔１９３６年１１月１７日付、４面〕

宮沢金物店（北７西４）
〔１９３３年１０月３日付、３面〕

岩手屋（北１西３）
〔１９３０年６月１６日付、４面〕

かめい（北１西４）
〔１９３７年１０月１２日付、４面〕
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Ⅲ．南一条通り界隈

札幌堂書店（南１西４）
〔１９３５年５月７日付、３面〕

ルビー（南１西３）
〔１９２７年５月１８日付、１面〕

カナリヤ（師範学校前）
〔１９２８年１月９日付、４面〕

一条薬局（南１西４）
〔１９２７年５月１８日付、２面〕

三八菓子舗（南２西３）
〔１９３０年６月１６日付、２面〕

今井呉服店（南１西２）
〔１９３９年６月２７日付、３面〕

三越（南１西３）
〔１９３８年６月２８日付、１面〕

木本靴店（南１西３）
〔１９２７年１２月５日付、４面〕

〔展示〕北大生の御用達！ 新聞広告あれこれ １９２６―１９４５

―１５５―



浅見ラシャ店（南１西５）
〔１９２９年３月４日付、１面〕

富貴堂運動具店（南１西４）
〔１９２８年１月９日付、３面〕

斉藤薬局（南１西２）
〔１９２８年４月１６日付、１面〕

三越（南１西３）
〔１９３２年５月２日付、６面〕

信伊奈写真館（南１西３）
〔１９２７年３月１８日付、１面〕

岩井靴店（南１西２）
〔１９２６年５月１４日付、１面〕

向井洋服店（南２西５）
〔１９２９年３月４日付、１面〕

オリンピア倶楽部（南３西４）
〔１９３８年１月１１日付、２面〕
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ライオン徽章商会（南１西５）
〔１９３３年４月４日付、４面〕

菊屋食料品店（南１西４）
〔１９３２年９月２０日付、４面〕

キューピー（南２西５）
〔１９３３年１２月１２日付、４面〕

三春写真館（南２西３）
〔１９２９年３月４日付、１面〕

精養軒（大通西５）
〔１９２８年１１月１９日付、１面〕

コンノズボン店（南２西３）
〔１９３２年７月５日付、３面〕

〔展示〕北大生の御用達！ 新聞広告あれこれ １９２６―１９４５
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水野眼鏡店（南２西４）
〔１９２８年５月７日付、３面〕

玉屋眼鏡店（南１十字街）
〔１９３０年４月７日付、４面〕

大丸藤井商店（南１西３）
〔１９３９年６月２７日付、３面〕

維新堂書房（南１西４）
〔１９２６年５月１４日付、１面〕

富貴堂（南１西３）
〔１９２６年５月１４日付、１面〕

タバタ（南１西１２）
〔１９３３年２月１日付、４面〕
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Ⅳ．狸小路・すすきの界隈

百留屋食堂（狸小路２）
〔１９３１年４月６日付、２面〕

百留屋食堂（狸小路２）
〔１９３０年８月４日付、１面〕

美満寿館（南５西４）
〔１９３１年４月６日付、２面〕

松竹座（南４西３）
〔１９３４年１０月１５日付、４面〕

〔展示〕北大生の御用達！ 新聞広告あれこれ １９２６―１９４５

―１５９―



コマドリ（狸小路新川通）
〔１９２９年４月１５日付、３面〕

都々逸（南５松竹座前）
〔１９２８年９月１７日付、１面〕

カフェー三条（南３西３）
〔１９２９年１１月１８日付、３面〕

来々軒（狸小路２）
〔１９２９年１月２日付、４面〕

熊公（南４西２）
〔１９３７年９月１４日付、３面〕

富枡洋装店（南５西６）
〔１９２８年４月１６日付、２面〕

岡田屋本店（南４西４）
〔１９２８年２月６日付、４面〕

白十字堂（南４西４）
〔１９２７年７月９日付、４面〕
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松竹座（南４西３）
〔１９３７年１１月２３日付、１面〕

川中靴店（南３西４）
〔１９３４年７月１６日付、４面〕

青い鳥（南６電車停留所前）
〔１９２８年２月６日付、２面〕

日本タイプライター札幌出張所（南５西３）
〔１９２８年７月９日付、１面〕

宮本商店（南３西２）
〔１９２７年１２月５日付、４面〕

サッポロビール（狸小路２）
〔１９３３年６月６日付、１面〕

サッポロビール（狸小路２）
〔１９３３年６月２０日付、４面〕

サッポロビール（狸小路２）
〔１９３８年４月１９日付、６面〕

〔展示〕北大生の御用達！ 新聞広告あれこれ １９２６―１９４５

―１６１―



日新（南４西９）
〔１９３５年４月２日付、４面〕

東島洋服店（狸小路５）
〔１９２７年４月２２日付、６面〕

山本眼鏡店（南４西４）
〔１９３０年４月７日付、４面〕

赤塚洋服部（狸小路３）
〔１９２９年６月３日付、３面〕

ビックリ（狸小路６）
〔１９３７年１０月１２日付、４面〕

白十字堂（南４西４）
〔１９２７年１１月７日付、１面〕

札幌万年堂（南４西３）
〔１９２７年１０月１８日付、１面〕

［注］（１） キャプション１行目は、「 」内に店名を、（ ）内に商店の所在地を記載した。なお、所在地の
推定には、広告の記載のほか「大日本職業別明細之内札幌市」（１９２５年）、「札幌市制紀念人名案内図」
（１９２６年）、「大日本職業別明細図 札幌市」（１９２９、１９３１、１９３６年）を用い、移転等により複数の所在
地がある場合には「大日本職業別明細図 札幌市」（１９３６年）の記載を優先した。

（２） キャプション２行目は、広告が掲載された『北海道帝国大学新聞』の発行日、頁数を記載した。
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４．地図

Ⅰ．北大界隈

北７～北１５条、西１～西５丁目あたり

〔展示〕北大生の御用達！ 新聞広告あれこれ １９２６―１９４５

―１６３―



Ⅱ．札幌駅前界隈

北２～北６条、西１～西６丁目あたり
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Ⅲ．南一条通り界隈

北１～南２条、西１～西５丁目あたり

〔展示〕北大生の御用達！ 新聞広告あれこれ １９２６―１９４５

―１６５―



Ⅳ．狸小路・すすきの界隈

南２～南６条、西１～西５丁目あたり
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５．回想パネル

Ⅰ．書店

◆富貴堂、維新堂という書籍店があり、学生が絶えず
出入していたものである。

（増田収、農学実科１９２１年卒業／
『札幌同窓会誌』第４号、１９７０年）

◆知識学問の媒介者である書店は富貴堂と維新堂とに
限られ、その他に尚古堂という古本屋が一軒あった。

（田辺勝正、農業経済学科１９２０年卒業／
『札幌同窓会誌』第２号、１９６７年）

◆本屋では四丁目に富貴堂、維新堂などの新本を扱う
店や大学正門前に丸善があった。

（瀬川清、林学実科１９３４年卒業／
『札幌同窓会誌』第６号、１９８０年）

Ⅱ．百貨店

◆駅前に赤レンガ造りの五番館という百貨店があり、
農機具、種苗、北海道土産物などを主として扱ってい
たようである。南一条通りに丸井百貨店があり、これ
は、本式の百貨店であったと覚えている。

（増田収、農学実科１９２１年卒業／
『札幌同窓会誌』第４号、１９７０年）

◆五番舘は洋品等の高級雑貨を販売する店で、札幌市
民の文化生活の向上に役立ったが、品物の価格が高い
ので貧乏書生の吾々には縁がなかった。

（田辺勝正、農業経済学科１９２０年卒業／
『札幌同窓会誌』第２号、１９６７年）

みんなで立ち読み
〔予科農類１９４１年修了記念アルバム〕

三越の屋上にて
〔予科１９３０―４０年代アルバム〕

五番舘前を歩く
〔農学実科１９２７年卒業記念アルバム〕

〔展示〕北大生の御用達！ 新聞広告あれこれ １９２６―１９４５

―１６７―



Ⅲ．狸小路

◆たぬき小路に、サッポロビール直営ビヤホールというのが
あって、時たま、浩然の気を養ったものであった。

（増田収、農学実科１９２１年卒業／
『札幌同窓会誌』第４号、１９７０年）

◆（期末試験は）今日でしまい、帰りは狸小路の直営にでも
寄って、ぐいーっと二リッターぐらい

（菊池光夫、林学実科１９３２年卒業／
『札幌同窓会誌』第６号、１９８０年）

◆狸小路のサッポロビールの直営ビヤホール……などが学生
コンパによく利用され、一人一円位の会費で充分堪能でき
た。

（瀬川清、林学実科１９３４年卒業／
『札幌同窓会誌』第６号、１９８０年）

Ⅳ．映画館

◆毎週土曜日の晩、欠かさないで道庁前のエンゼル館（当時の活動写真館）へ通ったものだ。…
…夜十一時過ぎまで観劇、戸外に出て涼気にふれるトタンに興奮がスーッとさめて、人知れぬ孤
愁におそわるのが常であった

（樋浦誠、農業生物学科１９２２年卒業／『札幌同窓会誌』第３号、１９６８年）

◆映画はよく薄野の美満寿館に行って、熊谷暁風の弁舌を楽んだ。
（玉田恵三郎、農学実科１９２４年卒業／『札幌同窓会誌』第４号、１９７０年）

◆当時は畳敷が多く、松竹座だけが椅子席であった。……昭和六年（１９３１年）八月我国初のトー
キー「マダムと女房」が松竹座で上映されたときは、鼠の鳴声まできこえたと珍らしがられた。

（瀬川清、林学実科１９３４年卒業／『札幌同窓会誌』第６号、１９８０年）

ジョッキで乾杯！
〔医学部１937年卒業記念アルバム〕

松竹座のチケット売り場
〔予科１９３０―４０年代アルバム〕

北海道大学大学文書館年報 第１５号（２０２０年３月）

―１６８―



６．陳列資料目録

Ⅰ． 北大界隈

Ⅰ―１ 北海道帝国大学新聞 第１号（１９２６年５月１４日）

沿革資料／中島九郎関係資料０３０８

創基５０周年記念式典の挙行当日に創刊した大学新聞。大学御用達の業者（五番舘、豊平館、武林
写真館、信伊奈写真館、藤井商店、丸善、富貴堂、岩井靴店、維新堂書房など）が、祝辞を兼ね
て広告をよせた。

〔展示〕北大生の御用達！ 新聞広告あれこれ １９２６―１９４５

―１６９―



Ⅰ―２ 北海道帝国大学新聞の名刺（１９４１―４５年頃）

Ⅰ―３ １９４０年度文武会役員

沿革資料／高岡熊雄旧蔵名刺、宍戸昌夫旧蔵写真

『北海道帝国大学新聞』は、北大の教官・学生生徒等から構成される学友会団体「北海道帝国大
学文武会」（１９０１年創立）の機関紙。同会新聞部が編集・発行を担った。

Ⅰ―４ 協済会と富貴堂（１９２５年）

沿革資料／時任一彦関係資料００２９

財団法人協済会は、医学部附属医院の開院にあわせて、会頭に佐藤昌介総長、理事長に工藤直方
事務官のもと、１９２１年１２月に設立された。協済会は医院内に販売部・理髪部・用達部を置き、販
売部（売店）の営業を１９２３年３月まで富貴堂（中村信以）に、用達部の営業を人力車組合へ依託
した。その他、看護補助人（添婦）の斡旋、学生への奨学金貸与事業や、中央食堂や予科売店（第
二売店）の営業にも携わった。
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Ⅰ―５ 文武会共済部による構内指定商人管理規定（１９３１年）

沿革資料／『北海道帝国大学文武会共済部細則』

１９２９年各大学において学生生徒の福利厚生施設の設置要望がおき、文部省が学生課の管理を条件
に許可することとなった。北大では「文武会共済部」を１９３１年４月に開設し、「構内指定商人管
理規定」のもと、学内の売店・食堂を取り仕切った。同規定第九条では、商人は文武会会員に対
して、“優良で低廉な物品を販売するのはもちろん、親切に応対し、利便を図るよう”定めてい
る。

Ⅰ―６ MARUI製の北海道帝国大学ノート（１９３１―３３年頃）

沿革資料／近藤角五郎関係資料０００９

文武会共済部は、１９３１年４月、正門近くの学生生
徒控所内に「売店」と「喫茶部」を開店した。売
店の営業は今井呉服店（南１条西２丁目）が受託
し、学用品・運動用具・食品・雑貨・洋服・靴を
取り扱った。大学ノートは１冊１６銭（１９３１年現在）
で販売された。

〔展示〕北大生の御用達！ 新聞広告あれこれ １９２６―１９４５

―１７１―



Ⅰ―７ 大学構内の売店・食堂（１９３６年）

沿革資料／『文武会紹介 昭和十一年五月』

キャンパス平面図中、②学生生徒控所内に売店・喫茶部（営業：今井呉服店）と食堂（営業：豊
平館出張所）、クラーク博士胸像の南西側に③中央食堂（営業：共済部）、�予科講堂内に売店、
工学部内に食堂（営業：共済部）・職員食堂（営業：豊平館出張所）、�附属医院内に売店・食
堂があった。

Ⅰ―８ 工学部内の職員食堂のランチ皿（１９２７年頃）

沿革資料／工学部旧蔵

豊平館出張所が営業する職員食堂では、Ａランチ（３０銭）は職員向け、Ｂランチ（１５銭）は学生
向けに備えた食事であった。

北海道大学大学文書館年報 第１５号（２０２０年３月）
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Ⅰ―９ 中央食堂の価格表（１９３０年）

公文書／帝国大学期簿書０４３３

中央食堂では、親子丼・天丼・牛丼３５
銭、カツ丼３０銭、お弁当（上：３０銭、並：
１５銭）、ライスカレー２０銭、花巻・ざる
蕎麦１２銭、かけ・もり蕎麦８銭、コー
ヒー・ココア５銭、牛乳４銭などを供し
た。

Ⅰ―１０ 予科生徒の談笑（大学内の食堂か、１９３０―４０年代）

Ⅰ―１１ 中華料理店“竹屋”で開催した予科生徒クラス会（１９３０―４０年代）

沿革資料／予科農類１９４３年修了アルバム、予科１９３０―４０年代アルバム

〔展示〕北大生の御用達！ 新聞広告あれこれ １９２６―１９４５

―１７３―



Ⅰ―１２ 森本厚吉教授の住居（１９３１年１０月）

Ⅰ―１３ 旧有島邸（１９７６年頃撮影）

沿革資料／『職員住所録 昭和六年十月一日現在』、沿革写真１２５―５６５

有島武郎（１９０１年卒業、１９０７～１７年予科講師・教授）が北１２条西３丁目１番地に建てた洋館は、
有島離職後、同期の消費経済学者の森本厚吉（１９１８～３２年教授）が購入して住んだ。１９３０～４０年
には、家庭生活の経済的な合理化を目指して森本が提唱した「文化生活」普及運動の模範住宅「文
化アパートメント」の札幌支部として使用された。大学新聞に掲出された広告「文化アパート」
の住所・電話番号は、森本邸（旧有島邸）と一致する。

Ⅰ―１４ 大西栄次郎商店の名刺（１９３５年）

沿革資料／恵迪寮関係資料０３４１

大西栄次郎商店（北１５条西１丁目、通称：大西洋服店）
は附属医院近隣の衣料品店で、白衣・看護服・前掛け（エ
プロン）・割烹着などを取り扱っていた。恵迪寮の日誌
（１９３５年４月２４日の条）には、４０銭の前掛け３枚、１円
５０銭の上衣５着を大西洋服店が配達している記述があ
る。
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Ⅰ―１５ 豊平館出張所が営む食堂の価格表（１９３２年）

公文書／帝国大学期簿書０４３３

豊平館出張所営業の食堂では、ローストチキンが３５銭、チキンライス・ビーフカツレツ・サンド
ウィッチが３０銭、魚フライ・ビーフステーキ・ポークチョップが２５銭、ハヤシライス・オムレツ
が２０銭など、洒落た洋食を提供した。大学新聞に掲出された広告「一円定食」（定食Ａ）は最も
高価な食事で、パン・スープ・料理３品・フルーツ・コーヒーを供したものであった。

Ⅰ―１６ 恵迪寮の購買部（１９３０年代）

沿革資料／恵迪寮アルバム５

恵迪寮では、自炊実施のため、１９３４年に購買部の自営を復活させた。

〔展示〕北大生の御用達！ 新聞広告あれこれ １９２６―１９４５

―１７５―



Ⅰ―１７ 電停「北大正門前」

Ⅰ―１８ 澤田商店が掲示していた看板「電券あります」

沿革資料

１９７１年１２月まで北大敷地の東
側沿いを札幌市電鉄北線が
走っていた。北大正門付近に
電停「北大正門前」があった。
正門前の商店「澤田商店」（北
９条西４丁目）は、電車の乗
車券「電券」の販売を委託さ
れていた。

Ⅰ―１９ “名曲喫茶”でベートーヴェン三昧（１９３０―４０年代）

沿革資料／予科農類１９４３年修了アルバム
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Ⅰ―２０ 「都ぞ弥生」・「瓔珞みがく」録音のコロンビア製レコード（１９３１年）

沿革資料／前川公美夫氏寄贈資料

文武会音楽部の合唱部員６名
の歌唱を録音した SPレコー
ド。レコードＡ面には寮歌「都
ぞ弥生」、Ｂ面には予科桜星
会歌「瓔珞みがく」をおさめ
ている。大学新聞には岩泉商
会蓄音器部（北７条西３丁
目）が、“レコード１枚でも
配達します”と広告を出して
いる。

Ⅱ．北大駅前通り界隈

Ⅱ―１ モレイラ博士歓迎会の献立（１９２８年９月２７日、於：豊平館）

沿革資料／高岡熊雄旧蔵

格式ある洋食を提供した豊平館（北１条西１丁目）は、大学行事の際や、歓迎会・送別会・謝恩
会など、教官が出席する食事会で使用されることが多かった。

〔展示〕北大生の御用達！ 新聞広告あれこれ １９２６―１９４５

―１７７―



Ⅱ―２ “札幌グランドホテル”で開催した陸上競技部送別会（１９３７年２月１２日）

沿革資料／高松正信関係資料０１３４

Ⅱ―３ 富貴堂・維新堂書房が発行した北大関連の絵葉書（１９１０―２０年代）

沿革資料／絵葉書資料（高尾彰一旧蔵ほか）

１９２６年の創基５０周年（黒田清隆・クラーク博士柄、富貴堂製）や、１９１７年開催の第３１回遊戯会（富
貴堂製）の記念絵葉書のほか、１９２０年代後半の農・医・工学部（維新堂書房製）など、大学構内
の風景を切り取った数多くの絵葉書が製作された。
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Ⅱ―４ 予科生徒が愛読したゲーテ『ファウスト』

沿革資料／山崎敏晴氏寄贈資料

夏目漱石門下の東新は、北大の予科教授としてドイツ語
を担当、ゲーテ『ファウスト』の翻訳書（森田草平・東
新の共訳版・文武堂書店・１９１８年発行、新訳版・岩波書
店・１９２１・２５年発行など）も著している。

Ⅱ―５ 恵迪寮生の生活費の割合（１９３３年）

沿革資料／恵迪寮関係資料０３３７

全寮１３２人（南寮２７人、中寮３３人、北寮３９人、新寮３３人）の生計調査から、恵迪寮生の生活費の
やりくりがうかがえる。生活費は実家からの主に仕送りでまかない、支出の割合は、正しく計算
すると、食費が５５．９％と半分以上を占め、飲食娯楽費が１５．２％、交通費が５．１％、書籍費が４．５％、
学用品費が２．６％、雑費が１６．７％であった。

〔展示〕北大生の御用達！ 新聞広告あれこれ １９２６―１９４５

―１７９―



Ⅱ―６ バナナは石田屋、洋菓子はニシムラ、料理は精養軒（１９３５年４月）

沿革資料／恵迪寮関係資料０３３０

恵迪寮では“自炊復活晩餐会”（４月２９日開催）にむけて、バナナ・りんごは石田屋商店（北３
条西３丁目）、菓子は西村洋菓子店（北３条西４丁目）、ビールは大日本麦酒㈱札幌支店、料理は
精養軒（大通西５丁目）から調達した。１９３５年の「炊務会計記録」には、金門堂書店（北７条西
４丁目）、ロバパン（食パン：７斤半で７５銭）、今井商店（鰻の蒲焼２５０人前、５７円５０銭）などの
記述、伝票が見られる。

Ⅱ―７ 丸善製のノート（１９３１―３３年頃）

沿革資料／近藤角五郎関係資料００１９

近藤角五郎（医学部１９３４年卒業）使用の丸善製ノート。
三輪誠教授の講義「薬理学」を受講したもの。
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Ⅱ―８ 土佐林義雄『北海道帝国大学写真』（１９３８年発行）

沿革資料／安井三郎旧蔵

丸善株式会社札幌支店（北３条西３丁目）は、予科の土佐林義雄講師（図学担当）が撮影・編集
した写真帖（１冊１５円）の販売も行った。

Ⅱ―９ 徽章・文武会メダル・煙草ケース（１９３０―４０年代）

沿革資料／中島九郎、宍戸昌夫、東新旧蔵

予科生徒の丸帽用の桜星徽章、学部
学生の角帽用の徽章「大學」、文武
会企画の記念メダル（桜花・冑柄の
メダル：１９３７年製、クラーク博士図
柄のメダル）、東新教授に予科生徒
から贈呈された煙草ケース（１９３５
年）。徽章や銀製品の製作・販売所
も、北大生の御用達であった。

中扉 貼付写真（農学部校庭） 奥付

〔展示〕北大生の御用達！ 新聞広告あれこれ １９２６―１９４５

―１８１―



Ⅱ―１０ 石田屋商店の請求書（１９３９年４月２３日）

Ⅱ―１１ 石田屋商店のりんごが供された晩餐会（１９３４年９月２５日）

沿革資料／恵迪寮関係資料０３３９、恵迪寮アルバム５

バスケット詰の果物１５銭の請求書。りんご
型の領収印が愛らしい。当時、教室・寮・
文武会等が催す饗宴のデザートには、一人
に付きりんご１個が供されることが多かっ
た。

Ⅱ―１２ 停車場通りに面した五番舘（１９１８年）

Ⅱ―１３ 表札「札幌興農園」を掲げる五番舘

沿革資料／絵葉書資料（高尾彰一旧蔵ほか）

停車場前から南を望む １９０６年建築の初代五番舘
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Ⅱ―１４ 五番舘と三越の領収証（１９３６年）

沿革資料／恵迪寮関係資料０３３１

１９３２年５月開店の三越札幌支店（南１条西３丁目）は、地下１階・地上７階建の百貨店で、学生
にとっては高嶺の花であった。領収書は、三越で SEIKO製の目覚時計１台（３円３０銭）を、五
番舘で日用品のインク４個（８０銭）を買い求めた際のもの。

Ⅲ．南一条通り界隈

Ⅲ―１ 大通りを南西に望む（１９３０―４０年代）

Ⅲ―２ 十字街（南１条西４丁目）の盛景（１９３０―４０年代）

沿革資料／絵葉書資料

尖塔（航空灯台）を擁する今井呉服店 左手に三越札幌支店、右手に富貴堂

〔展示〕北大生の御用達！ 新聞広告あれこれ １９２６―１９４５

―１８３―



Ⅲ―３ 札幌農学校が雇った靴製造者の名は“イワイ”（１８７６年１０月１７日）

公文書／札幌農学校簿書００５９

札幌農学校（１８７６年８月開校）では、学生の基本的な服装を洋装としたため、革靴を支給する必
要があった。革靴の製造・修繕のため、靴職人として何人か雇ったが注文通りの靴ができず、１８７６
年１０月１７日、東京築地入船町の岩井仙太を雇うことに決めた。

Ⅲ―４、Ⅲ―５ 南一条通り（十字街界隈）

沿革資料／絵葉書資料（高尾彰一旧蔵）

京屋呉服店（跡地に三越百貨店）、トンガリ屋根の十二銀行などの店舗が立ち並ぶ
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Ⅲ―６ 札幌農学校の頃から重用した写真館の袋（１９００―２０、４０年代）

沿革資料／高松正信旧蔵

武林写真館（南３条西１丁目、後に北１条西７丁目）や信伊奈写真館（南１条西３丁目）は、札
幌農学校の頃からの御用達。三春写真館（南２条西３丁目）は、帝国大学時期の集合写真や卒業
記念アルバムに見受けられる。各写真館は写真貼付の台紙や収納袋に各写真館の店名を印刷し、
意匠を凝らした。

Ⅲ―７ 八百屋の店頭で照明計測実験をする工学部学生たち（１９３０―４０年代）

沿革資料／工学部電気工学科１９４２年卒業アルバム

〔展示〕北大生の御用達！ 新聞広告あれこれ １９２６―１９４５

―１８５―



Ⅲ―８ プログラム“映画ノ夕”に掲出された今井呉服店の広告（１９３５年９月）

公文書／帝国大学期簿書０４２７

文武会は、各部の様々な催し物を公開する“文武会デー”を、春・秋季の年２回開催した。１９３５
年度の文武会デーの“映画ノ夕”では、日本映画「坊っちゃん」（山本嘉次郎監督、校長役に徳
川夢声）とフランス映画「商船テナシチー」を上映した。
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Ⅲ―９ 今井呉服店全景（１９１０―２０年代）

Ⅲ―１０ 南一条通り（１９１０―２０年代）

沿革資料／絵葉書資料

Ⅲ―１１ 文武会邦楽部の演奏会プログラム（１９３８年１１月）

沿革資料／キャビネ資料０１６９

今井呉服店のほか、邦楽部のプログラムらしく、谷楽器店（南３条西３丁目）が広告をよせた。

〔展示〕北大生の御用達！ 新聞広告あれこれ １９２６―１９４５

―１８７―



Ⅲ―１２ “丸井特別食堂”で開催した陸上競技班送別会（１９４１年１１月１６日）

沿革資料／高松正信関係資料０１３０

Ⅳ．狸小路・すすきの界隈

Ⅳ―１ 南二条通りを西に望む

Ⅳ―２ 永楽屋（南２条西２丁目）

沿革資料／絵葉書資料（高尾彰一旧蔵）

Ⅳ―３ 夜の巷～狸小路のスズラン灯～（１９３０―４０年代）

沿革資料／東克彦〔予科工類１９４１年修了〕旧蔵アルバム
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Ⅳ―４ 室内での娯楽（１９２０年代）

Ⅳ―５ 夜のとうきび屋台（１９３０―４０年代）

沿革資料／坂田実〔農学実科１９２７年卒業〕、東克彦旧蔵アルバム

Ⅳ―６ 北大生のアミューズメント・スポット№１は“映画館”（１９３５年１１月）

沿革刊行物／『学生生徒生活調査報告 昭和十年十一月現在』

北大生に人気があった娯楽の場所は、①喫茶店、②映画館、③食堂、④撞球場（ビリヤード場）
であった。映画館の広告には、エンゼル館（北２条西３丁目）のほか、すすきの方面の松竹座（南
４条西３丁目）、美満寿館（南５条西３丁目）が見られる。

〔展示〕北大生の御用達！ 新聞広告あれこれ １９２６―１９４５

―１８９―



Ⅳ―７ 狸小路の盛況

Ⅳ―８ 南五条すすきのより停車場通りを望む

沿革資料／絵葉書資料（高尾彰一、櫻井俊郎旧蔵）

Ⅳ―９ 狸小路の商店の領収書（１９３８年９月・１９３９年４月）

沿革資料／恵迪寮関係資料０３３９

狸小路には、老舗の百留屋食堂（狸小路２丁目）や喫茶店・甘味処などの飲食店、衣服・靴など
の生活用品店のほか、便利で多様な店舗が並んでいた。須田金物店（狸小路３丁目）、青山生花
店（狸小路４丁目）の領収書が、恵迪寮の会計記録にも貼られている。
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Ⅳ―１０ 寿司屋（１９３０―４０年代）

Ⅳ―１１ おでん屋（１９３０―４０年代）

沿革資料／予科１９３０―４０年代アルバム、東克彦旧蔵アルバム

Ⅳ―１２ 北大生の眼鏡率は５５％強（１９３５年１１月）

沿革資料／『学生生徒生活調査報告 昭和十年十一月現在』

北大の学部学生８４３名（農・医・工・理学部）と生徒１，０９３名（予科、農学実科・林学実科・土木
専門部）、総数１，９３６名を対象とした生活実態調査から、眼鏡を使用する学生生徒は１，０８４名、全
体の５５．９９％を占めた。大学新聞にも、山本眼鏡店（南４条西４丁目）、水野眼鏡商会（南２条西
４丁目）などが広告を出している。

〔展示〕北大生の御用達！ 新聞広告あれこれ １９２６―１９４５

―１９１―



Ⅳ―１３ 喫茶店（１９３０―４０年代）

Ⅳ―１４ カフェー（１９３０年代）

沿革資料／予科１９３０―４０年代アルバム、長谷場国道〔林学実科１９３９年卒業〕旧蔵アルバム

Ⅳ―１５ 手拭い・赤ふんの受注業者（１９３７年５月）

沿革資料／恵迪寮関係資料０３３８

恵迪寮では、第３０回恵迪寮記念祭（１９３７年５月３０日開催）に備えて、山内商店（南３条西３丁目）
に、９５銭の手拭いを７１１枚、５０銭のハンカチを５０枚、１５銭の“赤ふん”（赤ふんどし）を５０枚注文
した。寮祭記念絵柄の手拭いは、その後も、第３１回寮祭で１，０００枚、第３２回寮祭で１，５００枚、山内
商店が連続で受注した。
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